
（園目標）明るく生き生きと活動する子 
～みんな なかよし～ 

幼…幼稚園枠  保…保育園枠  ×…幼稚園枠の給食がない日  ○…幼稚園枠の給食がある日  
弁当…幼稚園枠と保育園枠のどちらも弁当の日  ☆…保護者が参加する行事 

月 火 水 木 金 土 日

１     ○

避難訓練 
（地震から火災） 
磐田南高生との交流  

２     ○

節分の会 
お菓子まきで拾った
お菓子を持ち帰ります

３ ４

立春

５     ○

☆常任委員会 

新旧 PTA役員参加 

６     ○

☆参観会（年長）
9 00 ほし組 
9 45 にじ組 
10 30 つき組 

７     ○

☆参観会（年中）
9 00 きりん組 
10 00 ぞう組 

８     ○

☆参観会（年少）
9 00 みかん組 
10 00 いちご組 

９    ○

誕生会

１０ １１

建国記念

の日

１２    

振替休日 

（休園日） 

１３    ○ １４    ○

PTA なかよし安全デー

１５    ○

ひまわりの会 
(地域の評議員の皆様が来園) 

１６    ○ １７ １８

１９    ○

磐田西小 4 年生
交流・授業見学 
（年長） 

２０    ○

預かり保育料引落日

２１    ○ ２２   ○

R６入園説明会
9 30～10 30 
（R6 年度入園児親子）

２３    

天皇誕生日

（休園日）

２４ ２５

２６    ○ ２７    ○ ２８    ○ ２９    ○

≪３月の主な☆行事予定≫ 

１日(金)誕生会   ８日(金)お別れ会    

1４日(木)修了式    

1５日(金)☆卒園式（年長） 

21 日(木)送別会 

幼１３日(水)～１４日(木)１１時降園   

幼預かり保育なし：１５日(金)２９日(金) 

幼春季休業３月１５日～４月８日     

保希望保育：３月２５日～４月１日 

磐田なかよしこども園
園便り №11

令和 6年１月 26日

年長組が年中組に当番活動を教えながら一緒に取り

組んでいます。朝の挨拶当番や帰りの会の司会などを

一緒に行う中で、年長組が言葉や態度で年中組に引継

ぎをしています。相手に伝わるようにどう話すかを考

えて話したり、優しく接したりする様子が見られます。 

当番活動は、みんなの役に立ちたいという意欲もも

ちろんですが、みんなのためになった達成感や満足感

も経験できます。「お当番さん、ありがとう 」と言わ

れると、子どもの自己有用感につながります。人との

関わりを深める中で、思いを伝えたり、協力したりし

て自分が役立つ喜びを感じ、「社会生活との関わり」（幼

児期に育てたい10の姿）につながっています。 

年長組から年中組へ 

※詳細は1月12日配信の案内をご覧ください。 

2 月後半に磐田中部小学校 1 年生の授

業を年長組が見に行かせていただく予

定です。 



１月２０日の大寒から立春まで、まさに今が、１年で一番寒い時期と言われています。この一番過酷な季
節を乗り切ると、旧暦の春が待っています。 
子どもたちはどんなに寒い日でも、「片付けしてトイレに行ったらお外に行こう！」のクラス担任の声に

歓声を上げ、どんどん片づけをして排泄を済ませ、上着を着て、ファスナーを上げ、帽子を被って、笑顔で
園庭に出ていきます。中には、上着を着ていかない子もいて、「ジャンバーは？」と声を掛けると、「着なく
ても大丈夫！寒くないもん。」と明るい返事が返ってきます。昔も今も、「子どもは風の子」ですね。走った
り、縄跳びをしたり、ドッジボールをしたりして、元気に体を動かして遊ぶ子どもたちの姿から、たくさん
のパワーをもらっています。                         園長   原 暢美

人権教室 ・・・誰もが明るく生き生きと生活できる社会に・・・

 １月２３日、磐田市人権擁護委員の皆様に講師をお願いし、年長児を対象に人権教室を開催しました。

紙芝居「白い魚とサメの子」、エプロンシアター「大きなかぶ」の視覚教材を使い、お話を耳だけでなく、目から

も楽しめたことで、約４５分間の教室に最後まで興味を示して参加できた年長組の子どもたち。人権擁護委員の

皆様にも褒めていただきました。

 紙芝居「白い魚とサメの子」は、周りの魚にいじめられていつも一人ぼっちの白い魚が、「ぼくなんかサメに見

つかって食べられてしまえばいいんだ。そうしたらもういじめられないし、一人ぼっちで寂しいこともない。」と

母に話します。母は、その言葉にショックを受けて涙を流しながら、命を大切にするよう訴えます。白い魚は母

の言葉に元気を取り戻し、早く泳ぐ練習をしたり、カラフルな貝を体に貼ったりして、自分を良く見せようと努

力しますが、うまくいきません。そんなある日、嵐がやってきました。白い魚は、真っ暗な海の中で逃げ惑う魚

たちを誘導し、助けます。助けられた魚たちは、これまでいじめていたことを反省し、白い魚も自分の良さは「優

しさ」だと気付き、自信をもちます。みんな幸せに、自分らしく自信をもって生きることの大切さを学びました。

みんなとは、「男の子も女の子も」「子どもも大人も、おじいさんおばあさんも」「日本に住んでいる人も、アメリ

カに住んでいる人も、アフリカに住んでいる人も、どこに住んでいる人も」です。子どもたちが真剣にお話を聞

くまなざしから、講師の方の伝えたい思いを、しっかり受け取ってくれているなと感じました。

 １月には、保育者・教職員対象の児童虐待防止の人権講演会もあり、児童虐待の悲惨さを学びました。暴力や

ネグレクトだけでなく、無視すること、拒否的態度をとること、夫婦喧嘩や罵り合いの姿を見せることも虐待で

す。キレる人は、本当の悲しみや傷つきが心の奥にあるのに、自分の感情を上手く認識できずに全てをイライラ

やムカつきと捉え、（何でわかってくれないんだよー。）と自分に反撃できないキレても大丈夫な相手を選んでキ

レるのです。子どもに理不尽な怒りをぶつけてしまってはいけません。子どもは思い切り泣いたり笑ったり、感

情をぶちまけて、心の本音を言える場所が必要です。虐待を受けている子どもは、

次第に泣くことも、笑うことも、本音を言うこともできなくなり、無表情、無反応、

無感情になっていきます。大人は、自分の感情に責任をもつ必要があります。

 これは、実際に中学１年で児童相談所に保護されるまで親から虐待を受けて育ち、

現在は、児童虐待防止の団体を立ち上げ講演活動をしている島田妙子氏のお話です。

児童虐待は絶対にダメです。

２月３日は節分です 

 今年は２月３日が土曜日のため、園では２月２日に節分の会を計画しています。 
遠州地域の節分の風習「お菓子まき」をして、鬼を払い、無病息災を祈ります。安全のため、次の点に配慮し、

子どもたちが安心して楽しく行事に参加できるようにします。①保育室の窓を開けて充分換気をし、クラスごと

に行います。②事前に床の除菌清掃を行います。③全て個包装されたお菓子を用意します。④卵、乳、ナッツ類

が含まれないお菓子を購入し、食物アレルギーのある方には、事前に保護者様に成分表を確認していただきます。

⑤豆まき用の炒った大豆は園児の年齢にはふさわしくないため、使用しません。 

 お菓子を拾う時に使用する袋は、園で用意します。当日の持ち物はありません。お菓子はＰＴＡ会費で購入さ

せていただきます。 

 当日拾ったお菓子は、園で少しだけ食べて、残りは家に持ち帰ります。ご家庭でお菓子等を食べる際には、次

の点にお気をつけください。 

＊炒った大豆を撒く家庭もあると思います。硬くてかみ砕く必要のある食品は、５歳以下の子どもには食べさせ

ないでください。咽頭や気管に詰まると窒息しやすく、大変危険です。 

＊食べている時は、姿勢を良くし、食べることに集中させましょう。ものを口に入れたままで、走ったり、笑っ

たり、泣いたり、声を出したりすると、誤って吸引し、窒息・誤嚥するリスクがあります。 

（＊は、消費者庁からの情報です） 

法務省人権イメージキャラクターマスコットの「人 KEＮまもるくん・

人 KEN あゆみちゃん」も、年長組さんに会いに来てくれました。 


